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令和 5年度事業計画 

 

公 1（観光振興事業）の主な取り組み 

                            [★]新規事業 [〇]拡充事業 

令和 5年度は、姫路城世界遺産登録 30周年記念事業や JRデスティネーションキャンペー

ンと連動した誘客プロモーションに取り組むとともに、インバウンドの本格再開（訪日個人

旅行の解禁、ビザ免除の再開）に向けて、市場毎のプロモーションを再開させる。 

また、地域 DMOとして、多様な事業者（姫路市及び関係団体）と連携を強化し、観光資源

の魅力向上や受入環境の充実に寄与する市内の観光事業者等の取組みを支援するとともに、

地域一体となった観光地の再生・観光サービスの高付加価値化に取り組む。 

 加えて、国内外の旅行者を惹きつける滞在型コンテンツを充実させることで、姫路市の観

光課題である「滞在型観光による観光消費の拡大」に取り組む。 

これらの取り組みを加速させ、令和 7年に開催される大阪・関西万博につなげる。 

 

【1】国内観光プロモーション 

（1）B to Bプロモーション 

① 旅行会社への誘致セールス 

② 神戸・姫路観光素材説明会＆商談会の実施 

③ 教育旅行の誘致[〇] 

  ア）姫路 SDGsプログラムを確立し、旅行会社や学校関係者への提案ツールを整備[★] 

  イ）姫路市教育旅行特別助成金（貸切バスの助成）の創設[★] 

④ 旅行会社等を対象とした FAMトリップの定期的な実施[〇] 

 

（2）観光プロモーション 

 ① 姫路城世界遺産登録 30 周年記念事業と連動した誘客促進[〇] 

 ② JRデスティネーションキャンペーン（7月～9月）と連動した誘客促進[〇] 

 ③ 姫路市立美術館「ひめじ・アーツ＆ライフ・プロジェクト」と連動した誘客促進 

 ④ 主要都市や大型イベント等での観光キャンペーン  

⑤ 平成中村座姫路城公演（5月 3日～27日）の長屋出展による観光及び特産品等ＰＲ[★] 

⑥ 市内飲食店で食せる姫路グルメ・食材等の情報整理及び誘客促進プロモーション[〇] 

⑦ 姫路市キャラクター「しろまるひめ」を活用した観光 PR 

 

（3）広告・デジタルプロモーション 

 ① Instagramや Googleを活用した広告配信 

 ② 宿泊促進デジタルプロモーション（OTAへの広告）[★] 

 ③ HP「ひめのみち」及び SNSを活用した定期的な情報発信とデジタルマーケティング 

④ 姫路おもてなしクーポンキャンペーン事業[〇] 

 ア）日・英・繁体字による多言語展開 
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【2】インバウンドプロモーション事業 

（1）ターゲット市場へのプロモーション 

① 訪日団体旅行誘致助成事業[〇] 

② 広域連携によるプロモーション事業[〇] 

③ 最重点市場への観光 REP（台湾・フランス）設置及び機能を活用したプロモーショ[★] 

④ インフルエンサー等招聘事業 

⑤ SNSを活用した情報発信及び広告配信（Instagram、Weibo）[〇] 

⑥ 姫路おもてなしクーポンキャンペーン（英語・繁体字）[〇]  ※再掲 

 

【3】国内外の旅行者を惹きつける滞在型コンテンツの企画・造成事業 

 （1）滞在型コンテンツの商品企画・造成 

① 現地ツアー「もっと姫路たび」事業[〇][★] 

    ア）既存商品のブラッシュアップ、新規商品の企画造成[★] 

    イ）B to B向けカセットプランの企画造成[★] 

  ② 体験プラン「ちょっと姫路たび」事業[〇] 

  ③ インバウンド向けプレミアムコンテンツの実証事業[★] 

    ア）姫路城を活用したプレミアムコンテンツの企画造成 

    イ）文化財、伝統工芸・芸能、地場産業等を活用したプレミアムコンテンツの企画造成 

  ④ インバウンド版「ちょっと姫路たび」事業[★] 

   

（2）DX/ITの活用 

① 販売プラットフォーム（JTB BOKUN）を活用した流通環境整備 

② まちあるきプラットフォーム（Stroly）を活用した回遊促進 

 

【4】受入体制整備事業 

（1） 姫路市観光案内所案内等業務 

 

（2）観光客へのおもてなし事業 

① しろまるひめ姫路城登場  

② お姫様ボランティア姫路城登場（千姫様のお出迎え）[〇] 

③  姫路銘菓でおもてなし 

④  観光ボランティア団体活動支援（忍者・門番・甲冑隊等） 

 

（2） 観光ガイドブック、ポスター、ノベルティ等の作成 
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【5】DMOを核とした観光地域づくり 

（1）観光産業育成支援事業[★] 

 

（2）観光庁「地域一体となった観光地の再生・観光サービスの高付加価値化推進事業」[★] 

 

（3）外部専門人材の登用[★] 

 

（4）LINEを活用した簡易版観光 CRMの実証事業 -姫路ファン及びリピーター創出事業-[★] 

 

（5）魅力ある観光地域づくりに向けた観光ガイド活動支援 

  ①観光ガイド活動支援事業[★] 

②ガイド団体と連携したまちあるき情報発信事業[〇] 

 

（6）訪日外国人に対する適切な医療等の確保に向けた医療機関との連携[★] 

 

（7）情報発信・プロモーションの一元化[〇] 

 

（8）調査研究事業 

①姫路市観光動向調査業務 

②令和 4 年度策定のアクションプランに沿った事業展開、更なるＤＭＯが必要とする調査・分析 

  ③デジタルマーケティング事業[〇] 

 

【6】DMO推進体制の整備 

（1）委員会/ワーキング・グループ（WG） 

  ① 委員会：DMO企画委員会 

②  ワーキング・グループ（WG）：マーケティング WG / 30周年記念事業 WG / 受入体制 WG 

 

(2) DMOアドバイザー会議 

 

(3）DMO推進会議 

 

（4）広域連携[〇]  

    ① 観光庁や近畿運輸局等との情報交換 

② JNTOや関西観光本部をはじめとする他の DMOとの連携 

  ③「大阪・関西万博」ひょうご活性化推進協議会への参画 
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公 2（コンベンション事業）の主な取り組み 

 

「アクリエひめじ」の大規模・多機能・駅近立地という優位性を活かして、大規模コンベン

ションや国際会議の誘致に積極的に取り組む。また、姫路市の、歴史的・景観的に価値がある

施設を利用した「ユニークベニューHIMEJIプラン」を広く PRし、MICE 誘致の競争力とブラ

ンド力の向上に取り組み、「国際会議観光都市・MICE都市」の定着を図る。 

令和 5年度は、医学系学会の誘致を強化するため、医学部を持つ大学や関係機関・団体への

アプローチを行う。合わせて、コロナ禍で中止になった学会や誘致に至らなかった（競合のあ

った）団体に対して再度セールスを行う。さらに、従前からの開催補助金に加え、新たな支援

メニューを設けることで更なる誘致を目指す。 

 

【1】コンベンション誘致事業 

（1）コンベンション誘致プロモーション 

 ① 学会、団体、学会運営業者（PCO）、近隣大学、研究機関等への誘致活動 

 ② 商談会や展示会への出展 

 ③ 視察受入 

 ④ JCCB、7都市情報交換会及び近畿コンベンション連絡会と連携した誘致活動 

 

 （2）コンベンション開催におけるキーマンの招聘 

  ① コンベンション主催者であるキーマンを招聘してのセミナー開催 

  ② コンベンションパートナー制度への参画促進（セミナー開催）及び定期的な情報提供 

  

【2】コンベンション開催支援事業 

 （1）コンベンション開催補助金 

① コンベンション開催補助金 

② ハイブリッドＭＩＣＥ開催補助金[★] 

③ ユニークベニュー開催支援補助金[★] 

④ 姫路を感じるＭＩＣＥ開催支援補助金（仮称）[★] 

   

（2）コンベンション受入体制の整備 

   

【3】コンベンション広報事業 

 （1）パンフレット等の作成 

 （2）広報及び広告媒体を活用した情報発信 

 

【4】コンベンション企画調査事業 

 （1）コンベンション経済波及効果等調査 
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公 3（フィルムコミッション事業）の主な取り組み 

 

令和 5年度は、姫路城世界遺産登録 30周年記念事業や JRデスティネーションキャンペーン

があることから、姫路城管理事務所をはじめ、関係部署と連携し、積極的にロケ受入を行うと

ともに、引き続き、ジャパンフィルムコミッションの全国ロケ地フェアへの出展によるロケ地

誘致及び WEBサイト「心で旅する姫路」（動画コンテンツ制作）、HP、Instagramを活用した情

報発信を行う。また、姫路城世界遺産登録 30周年記念事業として、映画上映会の開催を拡充

事業として取り組む。 

 

【1】映画・テレビ・CM等のロケ作品の積極的な誘致支援 

 

【2】ロケ作品（ロケ地）を活かした、ロケ地ツーリズムの推進 

（1）ひめじロケ地マップの作成 

（2）JFC 全国ロケ地フェア出展 

（3）「イチオシロケーション！（姫路発 お城からの手紙）」を活用したロケ地情報の発信 

 

【3】HPを活用した情報発信 

（1）WEB サイト「心で旅する姫路」での情報発信（動画コンテンツ制作） 

（2）HP及び Instagram を活用した情報発信 

 

【4】映画上映会の開催[〇] 
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観光振興事業（公１） 

 

（1）B to Bプロモーション 

① 旅行会社への誘致セールス 

一般旅行団体の誘致として、旅行会社の特性・送客実績等のデータをもとに、訪問及び商 

談会へ参加し、情報提供を行うとともにツアー造成を働きかける。 

 

② 神戸・姫路観光素材説明会＆商談会の実施 

神戸観光局と連携（協力 JR西日本）し、旅行会社を対象とした「観光素材説明会」及び

「各市の観光事業者との商談会及び意見交換会」を東京と福岡で実施する。 

 

③ 教育旅行の誘致[〇] 

ア） 姫路 SDGsプログラムを確立し、旅行会社や学校関係者への提案ツールを整備[★] 

教育旅行誘致に向け、SDGsプログラムの構築による地域間競合力の向上を図る。 

取組

（案） 

姫路城における SDGsプログラムの構築（姫路市関係部署との協業） 

近隣市町村とも連携し、「平和学習」「産業観光」「海洋学習」等を 

テーマとしたプログラムやモデルコースの構築 

 

  イ）姫路市教育旅行特別助成金（貸切バスの助成）の創設[★] 

姫路市への教育旅行に係るバス代の一部を助成することで誘致を促進するとともに、

観光関連産業の活性化を図ることを目的にあらたに助成金制度を設ける。 

対  象 小学校・中学校・高等学校・特別支援学校 

助成要件 

（案） 

貸切バス１台につき 50,000円を助成 

※市内の観光施設を 1つ以上入れていること 

※市内宿泊施設に 1泊以上すること 

 

④ 旅行会社等を対象とした FAMトリップの定期的な実施[〇] 

   時期・テーマ毎に旅行会社を中心に姫路へ招聘し、現地研修及び商談等の機会を創出する

ことで商品造成を促す。 

 

 

 

 

 

 

【1】国内観光プロモーション                        

【★】新規事業 【〇】拡充事業  
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（2）観光プロモーション 

 ① 姫路城世界遺産登録 30周年記念事業と連動した誘客促進[〇][★] 

1年間にわたる姫路城世界遺産登録 30周年記念事業をフックに、多様な事業者と連携した

プロモーションを行い、地域の消費拡大に取り組む。※別紙「記念事業一覧」参照 

・各事業について市域の事業者との共有、旅行会社やメディア等への情報提供の一元化、

WEBや SNSによるデジタルプロモーションを行う 

・平成中村座姫路城公演（5月 3日～27日）の長屋出展による観光及び特産品等ＰＲ[★] 

 

② JRデスティネーションキャンペーン（7月～9月）と連動した誘客促進[〇] 

夏季（7 月～9 月）に開催予定の、ＪＲグループ 6 社と地元自治体、観光事業者等が一体 

となって全国から誘客を図る大型観光キャンペーン「デスティネーションキャンペーン（Ｄ

Ｃ）」の開催に向けて、令和 4年度に造成したコンテンツを JRの持つ販売網や情報発信ツー

ルを活用し、兵庫県、県下の DMOや観光団体と連携し一体的なプロモーションを行う。 

 

③ 姫路市立美術館「ひめじ・アーツ＆ライフ・プロジェクト」と連動した誘客促進 

文化観光推進法に基づく国の認定を受けた「姫路市立美術館を中核とした文化観光推進拠

点計画」の推進に参画し、アート（文化観光）をテーマとした新たな着地商品の企画造成や

魅力発信を行う。 

年度 招聘アーティスト 

令和５年度 チームラボ(デジタルアート集団) 

・書寫山圓教寺（4/29～12/3） ・姫路市立美術館（7/25～1/21） 

令和６年度 隈研吾氏(建築家)：姫路城と円教寺の「建築美」の本質的価値に注目し、そ

の価値を姫路から世界へ、そして、「22世紀」へ伝える企画展を開催予定 

 

④ 主要都市や大型イベント等での観光キャンペーン  

個人観光客の誘致を目的に、主要都市にて観光キャンペーンを実施し、姫路の観光資源の 

PRを行う。実施にあたり、兵庫県（他自治体含む）・他 DMO・交通機関・観光事業者等との連 

携を中心としたキャンペーンを行う。 

〔予定〕 

時期 エリア 名称 

5月 姫路 平成中村座姫路城公演の長屋出展 ※再掲 

6月 岡山 旅ミルン in岡山駅  

8月 大阪 お城フェス 

9月 姫路 特別版 お城 EXPO in姫路 

9月 大阪 ツーリズム EXPO 

12月 横浜 お城 EXPO 

1月 福岡 新幹線で博多へ行こうキャンペーン 

3月 名古屋 旅まつり名古屋 
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⑤ 市内飲食店で食せる姫路グルメ・食材等の情報整理及び誘客促進プロモーション[〇] 

大手グルメサイトや媒体と連携し、市内飲食店での姫路グルメ・食材の取扱状況の調査・分

析を行い、ターゲットやテーマを定めた「食」に特化したプロモーションにより、飲食店への

誘客及び消費拡大を図る。 

調査・分析 市内飲食店での姫路グルメ・食材の取扱状況等 

プロモーション ・食に携わる事業者や関係団体と連携し、来訪者へ食の 

魅力について「いつ・どこで・何を・どのように」楽 

しめるかを分かりやすく伝える仕組みを構築 

・グルメサイト、旅行情報サイトへの記事掲載 

・グルメインフルエンサーやライターの招聘 等 

     

⑥ 姫路市キャラクター「しろまるひめ」を活用した観光 PR 

姫路市キャラクター「しろまるひめ」及び 官兵衛イメージキャラクター「かんべえくん」の浸透

を図るため下記の事業に取り組む。 

キャラクターデザイン管理 使用取扱規程に基づき無償で提供 

着ぐるみ管理・運営 着ぐるみ貸出規程に基づき、イベント等に無償で貸出 

観光 PR業務 ・全国のゆるキャライベントや観光キャンペーンに参加 

 〔予定〕ご当地キャラ博（彦根）/ふるさとまつり東京 

・HPや Facebookを活用しての情報発信 

 

（3）広告・デジタルプロモーション 

 ① Instagramや Googleを活用した広告配信 

SNS（Instagram・YouTube）及び WEB(Google)広告など、あらゆるデジタル環境の中で戦略

的に狙ったターゲット層に向けた情報を発信しながら、認知拡大から誘客に繋げる。 

また、今後の施策を効果的かつ効率的に行うため、ユーザーの属性データやアンケート結

果等を分析・検証し、より精度の高い情報発信に取り組む。 

 

② 宿泊促進デジタルプロモーション（OTAへの広告）[★] 

令和 4年度までは、国・県・市による給付金や宿泊割引等による事業者支援の側面に重き

を置いた助成事業が強力に推し進められたが、令和 5 年度はそれらの反動が懸念される。そ

こで、旅（宿泊）の目的地として姫路を認識してもらうための WEB広告（記事広告）プロモ

ーションを OTA等のサイト上で行う。 

 

 ③ HP「ひめのみち」及び SNS を活用した定期的な情報発信とデジタルマーケティング 

HP姫路観光ナビ「ひめのみち」、Instagram（@hikmeji_kanko）及び YouTubeを活用し、定

期的な情報発信を行う。また、当ビューローの情報発信に係る取組みや、得られたデータを

収集・分析したうえで多様な事業者との共有を行う。 
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④ 姫路おもてなしクーポンキャンペーン事業[〇] 

ア） 日・英・繁体字による多言語展開 

令和 5年度も基本的な電子クーポンの仕組みは継続させつつ、参画事業者を増やし、内容 

の充実を図ることで利用を促し消費拡大を図る。また、英語と繁体字版も新たに制作するこ

とでインバウンドへの利用も促す。 

また、グルメイベントや企画と連携し効果的なシステム運用に取り組む。 

クーポン概要 

・姫路市内の施設・飲食店・土産店・体験・サービス業等の事業者から、割引や追加 

サービスなどの特典を募り、電子クーポンとして広く提供。 

・アプリ等のダウンロードは不要で、QRコードをスマートフォンで読み取り、ブラウザ 

表示させる仕組みや GPS連携により、目的地までのナビ機能を搭載。 

・利用者属性(性別・年齢・居住地・店舗毎の利用実績等)のデータ収集が可能。 

 

 

 

（1）ターゲット市場へのプロモーション 

ターゲット 対象国 取組方針 

最重点市場 台湾・フランス JNTO、他 DMO等との連携に加え、現地 REP

を設置し積極的なプロモーションを行う 

重点市場 英語圏（イギリス・アメリカ・

オーストラリア）、タイ 

JNTO、他 DMO等との連携を中心としたプ

ロモーションを行う 

注視市場 スペイン、ドイツ、中国、香港 機会を捉えてプロモーションを行う 

 

① 訪日団体旅行誘致助成事業[〇] 

   外国から姫路市を訪れる団体旅行を実施した旅行会社に対し、宿泊経費の一部を助成するこ 

とにより、宿泊をともなう外国人観光客の増加を図る。 

対  象 旅行会社（国内外） 

助成要件 

 

1泊 2,000 円/人 

※１助成対象旅行あたり 4名以上のグループ旅行 

※市内宿泊施設に 1泊以上 

 

 

 

 

 

 

【2】インバウンドプロモーション事業                        
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② 広域連携によるプロモーション事業[〇] 

 

連携先 概要 

日本政府観光局（JNTO） ・インバウンド振興フォーラム及び個別相談会 

・VISIT JAPAN トラベルマート（VJTM） 

関西観光本部 ・オール関西 台湾大商談会 

・The Exciting Kansai（播磨広域ツアー商品）を中心 

としたプロモーション 

・大阪・関西万博を見据えた連携 

阪神堺外客誘致実行委員会 

〔大阪市・大阪観光局・堺市・神戸観

光局・姫路観光ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝﾋﾞｭｰﾛｰ・高

野町・USJ・関空連携等〕 

・World Travel Market London共同出展 

（欧州の旅行会社やメディアを対象とした旅行博）  

・インエンサー招聘、メディア広告等 

ひょうご観光本部 兵庫県内 5DMO連携事業 

・レンタカーを活用した県内周遊促進事業（仮）  

 ※台湾、シンガポール、タイ市場  

神戸観光局 ・タイプロモーション 

（FITフェア等の旅行博出展＋旅行会社や 

メディアへのセールス） 

・フランスプロモーション 

 （パリ旅行会社やメディアへのセールス） 

 

③ 最重点市場への観光 REP（台湾・フランス）設置及び機能を活用したプロモーション[★] 

当ビューローでは、従前よりフランスや台湾で開催の旅行博や商談会、旅行会社へのセー

ルスを独自に実施してきたが、プロモーションのより一層の強化・持続化の為、最重点市場

である台湾とフランスにおいて、現地で随時セールスを行う観光 REP（パートナー事業者）を

設置しプロモーションを行う。    

 

台湾 REP設置イメージ フランス REP設置イメージ 
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④ インフルエンサー等招聘事業 

ターゲット市場の動向を注視しつつ、戻りの早いであろう市場及び訴求力のあるテーマや 

  ターゲットを設定したうえで、ブロガー、ユーチューバー、KOL等のインフルエンサーを招聘 

し、独自媒体を通じての情報発信に取り組む。 

 

⑤ SNSを活用した情報発信及び広告配信（Instagram、Weibo）[〇] 

過去に収集した幅広いテーマの写真や動画素材も活用し、ビューローの公式 SNS アカウン

ト（Instagram・Weibo・YouTube）で継続的な情報発信を行う。また、ターゲットや訴求テー

マを絞った広告配信により、更なる認知拡大と来訪意欲を喚起すると共に、HP「ひめのみ

ち」へ誘導し、更なる観光情報の提供を行うことで誘客に繋げる。さらに、定期的にインサ

イトを分析し、PCDAサイクルによる効果的なデジタルプロモーションを展開する。 

 

⑥ 姫路おもてなしクーポンキャンペーン（英語・繁体字）[〇]  ※再掲 

参画店舗へのインバウンド誘客として、英語と繁体字版を新たに制作し利用を促す。 

 

 

（1） 滞在型コンテンツの企画・造成 

多様な地域資源や事業者と連携したコンテンツの洗い出しを行い、ターゲット・コンセプト

を明確にした商品開発に取り組む。これらの企画造成したコンテンツを、現地ツアーであれば

「もっと姫路たび」、体験コンテンツであれば「ちょっと姫路たび」として展開し、認知拡大か

ら販売促進に取り組む。（※下記の事業イメージ参照）さらに、インバウンドに対応したコンテ

ンツの商品化に取り組む。 

事業イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【3】国内外の旅行者を惹きつける滞在型コンテンツの企画・造成事業                 
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① 現地ツアー「もっと姫路たび」事業[〇][★] 

ア） 既存商品のブラッシュアップ、新規商品の企画造成[〇] 

既存商品 

〔20企画程度〕 

過去 3カ年にわたり企画造成した商品について、アンケート

結果やデジタルマーケティング等の検証により、ブラッシュ

アップを行ったうえで継続して販売を行う。 

新規商品 

〔10企画程度〕 

旅行会社との連携により、新たなテーマで商品造成に取り組

む。（高付加価値なプレミアムコンテンツ含む） 

 

   イ）B to B向けカセットプランの企画造成[★] 

    「もっと姫路たび」事業で造成したプランについて、B to B向けに転換し販売できる 

カセットプランとしての商品化を目指す。 

 

 ② 体験プラン「ちょっと姫路たび」事業[〇] 

HP「ひめのみち」の体験ページに、JTB-BOKUNで連携している事業者のコンテンツに加え、

他 OTA（じゃらん・アソビュー・トリップアドバイザー等）や直販で展開している観光客向け

コンテンツを集約し一元化した発信を行う。多様な観光ニーズに訴求するコンテンツを収集

し、ユーザーが見やすい構成かつ必要な情報が把握できるページへの改修を行う。 

          

 ③ インバウンド向けプレミアムコンテンツの実証事業[★] 

ア） 姫路城を活用したプレミアムコンテンツの企画造成 

対象市場 英語圏とフランス語圏 

事業内容 世界遺産姫路城の文化的価値をより認知されるよう、インセンティブ旅

行やＭＩＣＥでのエクスカーション等で利用できる高付加価値なプレミ

アムコンテンツの企画造成を行う。実施にあたり、旅行会社の知見と関

係部署との調整を行いながら商品化に向けて、モニターツアー等の検証

を経て商品化を目指す。 

 

   イ）文化財、伝統工芸・芸能、地場産業等を活用したプレミアムコンテンツの企画造成 

対象市場 英語圏とフランス語圏 

事業内容 令和４年度に企画造成した、伝統芸能をテーマとしたプレミアムコンテ

ンツについて、ア)と連動し、カセット販売できる体制を整える 

 

 ④ インバウンド版「ちょっと姫路たび」事業[★] 

掲載言語 英語と繁体字を掲載言語とする ※15コンテンツ程度に搾り、順次拡大 

事業内容 国内版で整備した「ちょっと姫路たび」に掲載の体験プログラムのう

ち、インバウンド向けに提供できるコンテンツを精査し、インバウンド

版ウェブサイト「Visit Himeji」上に掲載し情報発信を行う。テーマ毎

に情報を掲載し、各コンテンツの予約ページに遷移する構成を想定。 
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（2）DX/ITの活用 

① 販売プラットフォーム（JTB BOKUN）を活用した流通環境整備 

販売プラットフォーム「JTB BOKUN」に滞在型コンテンツを集約し、ＨＰ姫路観光ナビ「ひめのみ 

ち」にて販売を行う。 

 

 

 

 

 

 

② まちあるきプラットフォーム（Stroly）を活用した回遊促進 

スマホ上で、イラストマップ・古地図等と位置情報を連動できる「Stroly」の利用を促

し、まちなか回遊による滞在時間の増大を図る。まちあるきガイド団体等にも周知し、ITを

活用した取り組みを促す。 ※対象エリア：城周辺・船場城西・野里・手柄エリア・家島 

 

 

 

（1）姫路市観光案内所案内等業務 

ＪＲ姫路駅中央コンコースに隣接する姫路市観光案内所（姫路観光なびポート）にて、観光

案内窓口業務を行う。 

 

（2）観光客へのおもてなし事業 

事業名称 概要 

①しろまるひめ登場 姫路城来城者や姫路駅を利用される観光客へのおもてなしとして、し

ろまるひめを登場させ、写真撮影に応じ、チラシやノベルティ等の配

付を行う（月 3回程度）。 

②千姫様のお出迎え[〇] ＮＨＫ大河ドラマ「千姫」の実現に向けての啓発や機運を高めるため、

姫路城へ千姫に扮したお姫様を登場させ、写真撮影等に応じる。 

③姫路銘菓でおもてなし 姫路菓子組合と共同で観光客を対象に、姫路銘菓のＰＲを行う。 

④観光ボランティア団体

の活動支援 

家老屋敷に拠点を準備し、団体間の相互連携による円滑な活動を行え

るよう支援を行う。（忍者・門番・甲冑隊等が対象） 

 

（3）観光ガイドブック、ポスター、ノベルティ等の作成 

「姫路観光ガイドブック（観光施設・体験メニュー・飲食店・土産店・宿泊施設・地図等）」の 

改訂・増刷を行う。その他、既存パンフレットについても、必要に応じて改訂・増刷を行う。 

また、観光キャンペーン配布用としてのノベルティグッズを作成する。 

【4】 受入体制整備事業                 
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（1）観光産業育成支援事業[★] 

観光資源の魅力向上や受入環境の充実に寄与する市内の観光事業者等の取組みを支援す

ることで、地域の消費拡大を目指す。予算 50,000 千円を原資に、「観光産業活性化重点支

援事業」「快適観光施設改修事業」「観光客誘客広報宣伝事業」等についての支援を行える

よう、支援対象事業となる内容・要件・補助率（上限額）等についての要綱を策定したう

えで事業に取り組む。 

 

（2）観光庁「地域一体となった観光地の再生・観光サービスの高付加価値化推進事業」[★] 

観光庁が推進する本事業の採択を目指し、地域再生を実現するための計画書を作成

し、計画を強力に推進できるステークホルダーとの協業により、地域の課題解決（持

続可能な観光地域づくり）に取り組む。 

スケジュール（仮） 

令和 5年 

事業 

概要 

2月中旬～3月中旬 地域公募に向けたコンセプト（企画）策定 

3月中旬～下旬 事業者への周知、参画事業者の確定 

4月中旬 地域公募 申請（ビューロ→観光庁） 

5月 地域採択（観光庁→ビューロー） 

6月 伴走支援開始→地域計画申請 

 

（3）外部専門人材の登用[★] 

観光地域マーケティングに関する体系的な知見を有する専門人材を外部から招聘 

 

（4）LINEを活用した簡易版観光 CRMの実証事業 -姫路ファン及びリピーター創出事業-[★] 

コミュニケーションツール LINEを活用し、顧客情報の蓄積、顧客管理、及びデータ分析

等の機能を使い、観光ＣＲＭの本格的な導入を検討する前の実証とする。 

  現状 様々な観光事業において得た CVユザー（※1）の情報を、資産として蓄積し十分な活

用が出来ていないことから、コアな姫路ファンやリピーターの創出に課題がある。 

事業 

概要 

若年層から高齢者まで広く利用されているコミュニケーションツール LINE を 

活用し、顧客情報の蓄積（友達追加）、顧客管理、及びデータ分析等の機能 

を活用し、セグメント別のプッシュ配信を行うことで、リピーターの誘客を図る。さ

らに、「分析→集客→取得→利活用→継続」のサイクルにより、精度の高いデータの

利活用と、優良な顧客の囲い込みを目指す。観光ＣＲＭを本格的に導入を検討する前

の実証とする。  

（※１）ビューローが事業を通じて得た顧客情報 

着地型コンテンツの参加者、メルマガ会員、パンフレット請求者、各種事業  

への参加者等で、姫路や当ビューローに接点も持った顧客を指す。 

【5】DMOを核とした観光地域づくり                 
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（5）魅力ある観光地域づくりに向けた観光ガイド活動支援 

  ①観光ガイド活動支援事業[★] 

姫路市内で活動する観光ガイドの事業支援を行うことで、着地型観光資源の充実並びに

観光人材の育成及び技術の継承を図ることを目的とし、良質な観光サービスを展開する環

境整備を行う。 

 

②ガイド団体と連携したまちあるき情報発信事業[〇] 

ガイド団体が行うまち歩きについて、情報を集約し HP「ひめのみち」内に特集ページを

設けるとともに、上期と下期で情報を取りまとめ広告出稿を行う。 

 

（6）訪日外国人に対する適切な医療等の確保に向けた医療機関との連携[★] 

訪日外国人旅行者が非常時においても安全・安心な旅行環境の整備を図るため、「兵庫県

立はりま姫路総合医療センター」と姫路市観光案内所が連携し、適切な医療の確保に向け

た受入体制の整備に取り組む。（令和 4年度より関係各所と協議を開始） 

 

（7）情報発信・プロモーションの一元化[〇] 

姫路市主催の事業・イベント情報、事業者の各種イベント情報について、ＤＭＯへ情報

集約し、一元的に情報発信を行う。 

 

（8）調査研究事業 

①姫路市観光動向調査業務 

②令和 4 年度策定のアクションプランに沿った事業展開、更なるＤＭＯが必要とする調査・分析 

  ③デジタルマーケティング事業[〇] 

 

【6】DMO推進体制の整備 

（1）委員会/ワーキング・グループ（WG） 

   ① 委員会：DMO企画委員会 

DMOとしての取り組みを具体化するために、「DMO 企画委員会」を設置する。 

 

   ② ワーキング・グループ（WG） 

委員会で検討した各テーマの方向性に沿って、関連事業者によるワーキング・グルー 

プ「マーケティング WG/30周年記念事業 WG/受入体制 WG」で具体策について検討する。 

 

（2）DMOアドバイザー会議 

DMOアドバイザーに柏木千春氏（大正大学 公共政策学科 教授）を迎え、当ビューロ

ー・姫路市・姫路商工会議所の３者で、ＤＭＯアドバイザー会議を四半期毎に実施。収集

した主要なデータを「姫路観光レポート」として作成し、当会議での検証を経て、HP「ひ

めのみち」にて公開する。 
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（3）DMO推進会議 

多様な関係者（会員以外も含む）を対象に、ＤＭＯの活動状況や観光関連情報の共有を

目的に、セミナーや講演会も交えた内容で年１回開催 

 

（4）広域連携[〇]  

    ① 観光庁や近畿運輸局等との情報交換 

② JNTOや関西観光本部をはじめとする他の DMOとの連携 

  ③「大阪・関西万博」ひょうご活性化推進協議会への参画 
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コンベンション事業（公 2） 

 

（1）コンベンション誘致プロモーション 

 

東京・大阪等に本部を置く中小規模コンベンションの学会・団体に加え大規模コンベンシ 

ョンに対しても、積極的な誘致活動を行う。また、大規模コンベンションの企画・運営を総 

合的に行う専門業者(PCO)へも情報提供を行う。同時に、学会・団体とコネクションを持つ地 

元大学教授(兵庫県立大学、姫路獨協大学ほか)や近隣研究機関(高輝度光科学研究センター 

他)、文化・スポーツ団体との情報交換を密に行い姫路開催を働きかける。 

併せて日本政府観光局(JNTO)、日本コングレス・コンベンション・ビューロー(JCCB)、大 

阪観光局、神戸市等との連携を強化し、コンベンション誘致を行う。近隣都市については、 

エクスカーション等の誘致にも取り組む。コロナ禍で中止になった学会、以前誘致活動を行 

い断られた団体に対して再度アプローチをかける。 

また、国内外の MICE関係者が集まる商談会・展示会に出展し、アクリエひめじをはじめ市

内のコンベンション施設情報、受入に係る支援体制等のＰＲを行う。ユニークベニュー、バ

ンケット会場、アトラクション、エクスカーション(市内の企業見学ほか)、市内観光及び体

験などの情報を提供することで、側面的に姫路開催に繋げる。 

 

① 学会、団体、学会運営業者（PCO）、近隣大学、研究機関等への誘致活動 

・ 学会、団体（東京・大阪等）、学会運営業者(PCO)への誘致活動を行う。 

・ 地元大学教授、近隣研究機関への誘致活動を行う。 

 

② 商談会や展示会への出展 

〔商談会〕 

名称 時期 エリア 

国際ミーティングエキスポ IME 5月 東京 

JNTO、JCCB主催の国際会議商談会[★] 未定 未定 

〔展示会〕 

名称 時期 エリア 

知と交流シンポジウム 9月 姫路 

応用物理学会 9月 熊本 

MICE EXPO 関西 12月 大阪 

学会・団体の関連業界の展示会 未定 東京 

 

 

【1】コンベンション誘致事業                        

【★】新規事業 【〇】拡充事業  
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③ 視察受入 

姫路開催を検討する県外からの学会・団体の視察（下見）を受け入れることで、姫路開

催を強く働きかける。（視察経費の一部を補助） 

 

 ④ JCCB、7都市情報交換会及び近畿コンベンション連絡会と連携した誘致活動 

 

 （2）コンベンション開催におけるキーマンの招聘 

  ① コンベンション主催者であるキーマンを招聘してのセミナー開催 

名称 エリア 内容 

７都市情報懇談会 

 
東京 

同規模の７つの都市が、バイヤー(学会・団

体)を紹介する会合 

姫路コンベンションセミナー 未定 
バイヤー(医学系を含む学会・団体)を招待

して開催するセミナー 

 

  ② コンベンションパートナー制度への参画促進（セミナー開催）及び定期的な情報提供 

  バンケット会場、アトラクション、市内外の企業見学、市内観光及び体験などの情報など、コ

ンベンション主催者が求めるメニューを整備・一覧化し、学会・団体、コンベンション運営業者

(PCO)への情報提供力を強化する。 

項目 内容 

会議 市内施設のスペック（面積・収容人数・設備・立地等） 

講演会 講演会での講師候補者 

昼食会 昼食会場、宅配弁当等事業者 

懇親会 
ユニークベニュー・懇親会場等の施設内容、ケータリング等事

業者、アトラクション実施団体等 

エクスカーション 
企業・工場・施設等の見学受入先、観光情報（観光施設・飲食

店、市内体験コンテンツ情報など） 
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（1）コンベンション開催補助金 

① コンベンション開催補助金 

一定の要件を満たした各種コンベンションを対象に開催補助金、シャトルバス、観光バス

補助金等を交付し、開催促進と支援を行なう。  

補助金種別 最高限度額 

学会、大会（会議、集会、セミナー等） 2,000千円 

企業コンベンション 500千円 

スポーツ大会、文化大会（※1） 1,000千円 

合宿等 300千円 

シャトルバス、観光バス、エクスカーションバス 250千円 

（※1）新たに文化大会を補助対象とする 

 

② ハイブリッドＭＩＣＥ開催補助金[★] 

ハイブリッド開催を行ったコンベンション主催者に対しての支援 

補助金種別（案） 補助率 補助上限 要件 

ハイブリッド MICE開催 1/2 500 千円 市内の事業者から調達 

 

③ ユニークベニュー開催支援補助金[★] 

ＭＩＣＥの主催者等が市内の施設をユニークベニューとして利用する際の会場設営の支援を 

行うことにより、国際会議観光都市姫路の魅力を国内外に向けて強力に発信することを目的

として実施 

補助金種別（案） 補助率 補助上限 要件 

ユニークベニュー開催 1/2 1,000 千円 市内の事業者から調達 

 

④ 姫路を感じるＭＩＣＥ開催支援補助金（仮称）[★] 

市内で開催されるＭＩＣＥにおいて、ＭＩＣＥ参加者にとって姫路を感じていただき 

「Himeji JAPAN . Monumental Meetings」となる機会を提供するため、姫路らしい文化プロ 

グラムや伝統産業製品の活用費用の一部を補助することにより、市内でのＭＩＣＥ開催を支 

援することを目的として実施 

補助金種別（案） 補助率 補助上限 要件 

姫路を感じるＭＩＣＥ開催 1/2 500 千円 姫路を感じる文化及び伝

統産業プログラムの実施 

 

 

 

 

【2】コンベンション開催支援事業                        
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（2）コンベンション受入体制の整備 

  コンベンション主催者及び参加者への「おもてなし」として、ＪＲ姫路駅周辺への歓迎看板

を設置して受入体制の充実を図る。 

また、コンベンション参加者の観光を促進するために施設割引券を提供する。さらに、コン

ベンション主催者及び参加者向けにコンベンションバッグ、観光資料、ノベルティを提供す

る。その他として、コンベンション会場で上映する観光動画の提供、更に、現開催地で次年度

開催地としての姫路を紹介する観光情報(ポスターほか)の提供 

 

 

（1）パンフレット、ポスター、コンベンショングッズ等の作成 

コンベンション主催者向けの各種印刷物、ノベルティ等を作成し誘致に活用する。 

印刷物 内容 

姫路コンベンションガイド 姫路誘致総合誌 

メリット姫路 姫路誘致チラシ 

  

 （2）広報及び広告媒体を活用した情報発信 

日本政府観光局(JNTO)の国内外の情報発信サイトにて、姫路を国内外に発信し知名度の向上を図

るとともに、ホームページでコンベンション施設・宿泊施設、開催補助金ほかを掲載し、コンベンシ

ョン主催者及び参加者への情報提供を行う。 

  さらに、コンベンション関係者が利用する媒体に広告を行う。 

名称 内容 

MICE PLANNERS Guide 各都市の支援の年刊誌 

全国会場 Navi 全国会場の総括誌 

日本工学会年報 工学系学会のスペック誌 

知の交流シンポジウム要旨集 地元大学イベント発行誌 

学術の動向 学会有識者の月刊誌 

 

 

 （1）コンベンション経済波及効果等調査 

コンベンション参加者のアンケートデータを基にコンベンション開催による姫路市への経済波及

効果の調査を実施する。 

アンケートに、経済面(消費金額等)だけでなく、心理面(満足度)などを追加して、今後の取り組み

方針にフィードバックするなど活用する。 

 

【3】コンベンション広報事業                       

【4】コンベンション企画調査事業                       
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フィルムコミッション事業（公 3） 

 

 

 

映画、テレビ、ＣＭなどの映像作品が姫路地域で制作される際、円滑なロケーション撮影ができるよ

う、ロケハン（下見）やロケーション撮影時に、制作スタッフに具体的なアドバイスを行うとともに、

撮影許可に係る関係機関、撮影場所などとの連絡・調整を行う。 

また、コロナ禍で減少したロケ件数の改善を図るため、これまで培ったネットワークを活かした番

組誘致などを積極的に行う。 

 

 

 知名度の高いロケ作品については公開前後で、積極的なプロモーションを行う。 

また、国内外のメディア及び映像制作会社を訪問し、姫路市内のロケーション PR 及び誘致活動に取

り組む。また、ジャパンフィルムコミッションが主催するロケ地フェアなどに積極的に参加し、PR ブ

ースを出展し、メディア等に対してロケーションの紹介や誘致を行う。大河ドラマや知名度の高い映画

作品の撮影地として PR することで、ロケ地ツーリズムの推進に取り組む。 

 

（1）ひめじロケ地マップの作成 

近年の支援作品の情報を掲載し、「ひめじロケ地マップ」の改訂及び増刷を行う。 

 

（2）JFC 全国ロケ地フェア出展 

ジャパン・フィルムコミッション主催で開催される、JFC 全国ロケ地フェアに 

出展し、映像制作関係者に対し、地域の特色やロケーション地など撮影に関する 

情報提供を行うことでロケ誘致に取り組む。 

 

（3）「イチオシロケーション！（姫路発 お城からの手紙）」を活用したロケ地情報の発信 

姫路市情報誌「姫路発 お城からの手紙」内の特設ページ 

（イチオシロケーション！）に、ロケ地情報等の記事を寄稿（年 4 回） 

 

 

 

 

 

 

【1】映画・テレビ・CM等のロケ作品の積極的な誘致支援                       

【2】ロケ作品（ロケ地）を活かした、ロケ地ツーリズムの推進                       

【★】新規事業 【〇】拡充事業  
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姫路フィルムコミッションのホームページにロケーション撮影の候補地となる場所などの写真を 

掲載するとともに、動画コンテンツによる情報発信を強化しメディア誘致へ繋げる。専用 WEBサイト「心

で旅する姫路」の動画事業を展開し、地域の魅力を発信する。 

 

（1）WEB サイト「心で旅する姫路」での情報発信（動画コンテンツ制作） 

テーマに特化した動画コンテンツを年間４本製作し、WEB サイト「心で旅する姫路」で情報発

信を行う。 

 

（2）HP及び Instagram を活用した情報発信 

  ロケ情報やロケ地をテーマとした観光情報等を中心に、Instagram（@himejifc）で情報発信 

 

 

   姫路城世界遺産登録 30周年記念として、フィルムコミッションの活動に対する認知度の向上や撮影 

支援・協力のための啓発活動を目的に映画上映会を開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【3】HPを活用した情報発信                       

【4】映画上映会の開催[〇]                       
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会員サービス事業（他１） 

 

会員向けのサービス内容の見直し・充実を図り、会員の利便性向上や会員数増強を図る。 

 

項目 内容 

1 情報提供 

・メーリングリスト登録会員への観光情報の提供[〇] 

・会報誌「ひめじ観光」等の定期刊行物 

・観光ポスターやガイドブックの無償提供 

・観光情報（チラシ等）の定期送付 

・「姫路観光レポート」の提供、希望者へのメルマガ送付（★） 

2 情報発信支援 

・HP姫路観光ナビ「ひめのみち」内での事業者紹介 

（各事業者ＨＰへのリンク設定） 

・姫路観光なびポート内に会員ＰＲラックの設置（約 140 社利用可） 

3 会員交流 
・各種刊行物に優先的に掲載（会員名簿、各種刊行物） 

・業種を超えた会員相互の交流（コロナの状況に応じて実施） 

4 事業支援 

・国内外のﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ事業（旅行博、商談会、ｾｰﾙｽｺｰﾙ等）への参画 

・事業に関する印刷発注、消耗品調達等への会員事業者の参画 

・外部からの問い合せに対し、会員事業者を優先的に紹介 

 

 

 

収益事業（収１） 

 

公益目的事業及び法人運営に充てる財源を確保する目的で、姫路城売店での土産物販売や自動販売

機、ロッカー設置による収益事業を行う。姫路城グランドオープン以降、安定的な収益源であった姫

路城売店事業は、令和２年度から新型コロナウイルス の影響により大幅な収益減少が続いたが、商品

構成の見直し、販売促進のためのキャンペーンの実施、新たな収益源の確保に向けた御城印や御城印

帳の年間販売等により、コロナ禍前の収益水準への早期回復を目指す。 


